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 審 査 の 要 旨 
【批評】 
本論文では、2020 年までに実用化が計画されている超高精細映像（８K）を用いた放送サービスに
おける生中継番組制作を実現するために、非圧縮超高精細映像のインタフェース信号、および、その
イーサネット変換信号を放送局内および局外において光ファイバー伝送する際に、映像劣化なく安定
した高信頼伝送が可能な技術を確立している。非圧縮の超高精細映像は現在放送局で用いられている
ハイビジョン映像（２K）に比較して非常に大容量な信号であるため、ハイビジョン映像伝送と同様
な手法により信号伝送すると伝送路で生じる擾乱要素に起因するデータ誤りの発生によって、従来と
同等の映像品質を実現することは容易ではない。本研究で確立した技術は、いずれも、非圧縮超高精
細映像の光ファイバー伝送における高信頼伝送技術の実現に不可欠なものである。そして、本研究に
よって、生中継の番組制作用途に高品位の映像データが提供可能となるだけでなく、超高精細映像を
用いる放送サービスの実用化に大きく貢献したと言える。以上の事より、本研究の成果は、放送サー
ビス分野のみならず、医療分野や教育・学術分野など超高精細映像技術の活用領域を広げることにも
つながり、当該産業分野のさらなる発展が期待できることから高く評価できる。 
 
【最終試験の結果】 
平成２９年２月８日、システム情報工学研究科において、学位論文審査委員の全員出席のもと、著
者に論文について説明を求め、関連事項につき質疑応答を行った。その結果、学位論文審査委員全員
によって、合格と判定された。 
【結論】 
上記の学位論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士（工学）の学位を受けるに十分
な資格を有するものと認める。 
 
